
WS開催の目的
小山市中央市民会館（文化センター・中央公民館）は、45年が経過し老朽化

が進んでいます。また、耐震改修が未実施であることが課題となっています。
新たな市民会館の整備にあたって、今後の施設のあり方及び施設の方向性
を検討しています。

このワークショップは、新たな市民会館の方針・施設規模等を検討するにあ
たって、市民の皆さんから新たな市民会館に望むことについてご意見をいた
だくことを目的としています。

第3回「新市民会館に必要な機能を考えてみよう！」

小山まちなか劇場！

ホールの機能・用途について
◇生音の演奏会向け
アクトシティ浜松
中ホール（1030席）

※画像出典：施設HP

◇演劇・ダンス向け
彩の国さいたま
芸術劇場
大ホール（776席）

これからの中央市民会館・文化センターを考える市民ワークショップかわら版

新たな市民会館に必要な機能のアイデアとしては、プロの公演を観るための大ホールと、市民の皆さんの活動の発表
の場としての中小ホール、規模の異なる複数のホール施設がほしい、という意見が多く見られました。また、日常の市民
活動の場として、練習室、創作室の充実を希望する意見もありました。

2023年11月開催

各グループで考えた
新施設に必要な機能

今回のトピックス
グループ総立ちで

付箋をグルーピング！！

◇多機能・可動席
茅野市民館
マルチホール（780席）

※画像出典：サンケンエンジ
ニアリングHP

◇平土間・舞台形式
小山市立文化
センター
小ホール（450席）

※画像出典：施設HP

令和５年11月18日（土）、第３回「これからの中央市民会館・文化センターを
考える市民ワークショップ」を開催し、総勢2５名に参加いただきました。今回
は 「新市民会館に必要な機能を考えてみよう！」をテーマに、前回話し合った
新市民会館でやりたい、やってほしい事業をするにはどんな諸室や機能・設
備が必要か、という視点のもと、場所や用途ごとに整理しながらグループ
ワークを実施しました。
ホールやギャラリー等、鑑賞・展示・発表の場へのご意見だけでなく、公演後

に雑談のできるカフェや用事がなくてもフラッと訪れておしゃべりができる
フリースペースなど、共用部についてのご意見も多く、お互いもっと気軽に交
流したい、という思いを持つ方が多い印象を受けました。多くの方に期待さ
れている、地域や市民の皆さんに対して開かれた施設を実現するには、開館
前から開館後も継続して皆さんに活動へ参加していただくことが重要です。
次回は、そういった市民参加について一緒に考えていきたいと思います。



ご意見まとめ

第４回「新市民会館での活動にどんな風に参加したいか考えてみよう！」
2023年12月16日（土）10:00～@市役所６階大会議室

次回予告
第４回では、これまで検討してきたことを踏まえ、新市民会館が開館するまで、開館し

てからどんな風に参加してみたいか、こんな活動があったら参加してみたい、等アイデ
アを出し合ってみましょう。

お問い合わせ先
公共施設整備課 施設整備係
〒323-8686 
栃木県小山市中央町
1丁目1番1号 6階
電話番号：0285-22-9348

グループ ホール ギャラリー 練習・創作 その他
機能特化 さまざまなギャラリー 調理・創作室 子ども

・クラシックコンサート→生音対応ホール ・親が来るきっかけに→常設で飾られる場所 ・食を通じた交流→クッキング室 ・子供が喜ぶ施設→子育て支援室　・子どもの遊び場

・都内に行かなくても鑑賞したい→機能性の良いホール ・子どもと大人の交流→子どもの作品展、学校と連携 ・市民の学びの場→レッスン室、教室、調理室、工作室 ・ファミリーでも使える→キッズスぺ―ス　・畳の部屋

・オペラ→電動式のオーケストラピット ・絵画、写真を気軽に見られるギャラリー 練習室系 ・気軽にふらっと来られる

市民が発表する場所 ・四季折々の市民写真展をする ・音漏れしない防音の練習室 　→子育て、DV等相談室、相談コーナー

・子どものピアノ発表会等→多機能な小ホール ・市民の作品発表の場→ギャラリー、エントランス等でも可 ・楽器庫 カフェ・飲食可

・プロを呼ぶのでなく市民が育つ、育てる ・名画美術展→天井が高いギャラリー 会議室系 ・居心地良い、入館しやすい→飲食可ロビー、庭

・自由に学習できるスペース(各教室)→小ホール ・有名な芸術作品や学生創作の作品を展示 ・会議利用→20～30人、50人、100人 自由にふらっと

・市民が主体的に活動できる 　→寄付や作品募集を求めていく ・換気の良い開閉できる窓 ・まちと施設の一体化→カフェ、休憩スペース

→使い勝手の良い中小会議室たくさん＆中小ホール 情報ギャラリー ・吹部、演劇等中高生の部活の拠点 ・人が集まる、食事→カフェ、レストラン

・長時間でも快適に過ごせる→座り心地の良い椅子 ・小山に関する情報収集→市民情報ギャラリー ・目的が無くてもふらっと立ち寄れる→公園のような広場

・集客別のホール ・学生や社会人が自由に使える

→大1500、中800、小300（中小多目的ホール） →市民無料Wi-Fi、電源付フリースペース、ワーキングスぺース

コンセプト ・蚤の市、フリマ→広いフリースペース(エントランス近く？)

・便利　→バリアフリー化、コンビニエンスストア、自動販売機

　　　　　→広い駐車場、夜間照明

・小山の情報発信コーナー

　→地産地消レストラン、アンテナショップ

・広報、チケットセンター

グループ ホール ギャラリー 練習・創作 その他
有名な方を呼べる大きめのホール 本格的な展示のできる多目的なギャラリー 多目的に使える諸室 小山ならではを感じる空間

・目的に合った様々な演目→大、中、小ホール ・目に優しい壁 ・みんなが利用しやすい ・歴史アテンド→拠点となるスペース

・有名人を呼ベる→1500席以上、音響 ・作品展 　→市民が借りられる会議室（時間貸し） ・文化を伝える→お城デザイン

・アーティストを呼べるコンサート会場 ・創作意欲の創出→可動式ギャラリースペース ・飲食できるところや調理室 ・異空間？を感じられる厳かさ(特別な時間)

　→可動型センターステージ、1500～2000席 ・アート活動→イベント展示の他常設で飾れるスペース ・着付け教室、子ども連れOKイベント　→土足禁止の部屋 バリアフリーへの対応

・クラシックコンサート、オペラ→電動式オーケストラピット ・小山自慢の場所を紹介→写真(風景)展覧 市民利用で使いやすいリハーサル室 ・LGBTQ対応、ゆとりあるトイレ　　　・介助犬可

・主役級の楽屋→シャワー室 ・黒いギャラリー→映像や光を使う ・大規模コンサートや演劇→広くて防音のリハーサル室 ・字幕表示可能、イヤホンガイド、多言語案内表示

市民でも使いやすいホール ・市民ミュージカルの創作→リハーサル室 ・照明案内設備　　　・やさしい日本語

・市民グループの演奏の場→小ホールで音響良い 音楽活動の出来る練習室 ・利用場所が分かりやすい案内

バックヤード ・音楽活動の練習（バンド含む）→防音設備 フリースペース、カフェ

・市民の出演がしやすい→バックヤードのバリアフリー化 ・音楽活動→複数の練習室(20～30人入れる) ・目的がなくても来れる居場所、自由な交流

交通の便を活かす 会議室系 　→カフェスペース、市民交流スぺース

・ここでしかできないニッチなイベントができる ・学習、ワーキングスペース→デスク、自習室、図書館 ・子育て、遊び場→親子で遊べる場所

広場

・屋外イベント→屋外ステージ、広場、屋上

グループ ホール ギャラリー 練習・創作 その他
大ホール 備品 ものづくりスペース 親子スペース

・有名人のコンサート→大ホールも５００席 ・展示→スポットライトや照明設備 ・ものづくり、料理ができる ・子どものプレールーム　　　・安価な託児所

・コンサート、演劇→多機能ホール、興行には1500席必要 ・展示会場→BGM ・若者も創作活動できる→Fabスペース ・赤ちゃんとママが他の人と話せる場所

・音楽全般のホール→音響、防音 さまざまなギャラリー ・ものづくり教室 →水道、電気、作業台のある部屋 　→小さい子が遊べるスペース

・映画を観たい→ホール？視聴覚室 ・伝統工芸を伝えたい→常設展示スペース ・講座に参加したい→研修室、料理室 共用部

・電動式オーケストラピット ・芸術に触れたい→本格ギャラリー ・小学生の夏休み中などに過ごせる場所 ・綺麗な景色（風景）が見たい→ロビーアプローチ

小ホール ・身近な人の作品を見たい→ギャラリー 　→学習室、実験や工作もできる部屋 ・人が集まる場所→映えるスポット

・コンベンション機能を兼ねたホール→１０００㎡以上 ・作品展をしたい→ギャラリー スタジオ 情報発信

備品 ・ドライブスルーギャラリー ・市民の音楽活動→防音の音楽スタジオ、音楽室 ・情報を集める

・伝統芸能→定式幕、能舞台 練習室系 →パンフレット等発信拠点、講座紹介、案内所

・落語→小ホール ・練習後等いつでも使える更衣室 カフェ・飲食可

・稽古の発表の場 会議室系 ・気軽に集いたい→カフェ、飲食可能スぺース

・映像設備→視聴覚室 フリースペース、フラッと訪れることが出来る場

・数人で打合せしたい→ミーティングルーム ・誰かと交流、会話

・不登校の子にも対応した学習の場 　→フリースペース、 テーブルと椅子、インターネット回線

　→自習スペース、集団で学べる部屋 ・考え事、気分転換したい→ワーキングスペース

・市民活動、サークル活動に参加したくなる ・全ての年代が自然に交わることのできる共有スペース

　→オープンな場、ガラス張りで活動見える化 ・展示スぺース付き　　・よろず相談室　　・談話室

・人が集う→パブリックビューイングができる場所

グループ ホール ギャラリー 練習・創作 その他
大ホールの規模（１５００～） エンターテイメント性を全面に ものづくりスペース ユニバーサルデザイン

・シルクドソレイユ、四季劇場を小山で！→１５００席 ・色んな言語を学べる場所 ・子ども、若者のミニ起業体験、調理ができる ・人と人でつながれる部屋→建物内に壁を減らす空間

・オペラコンサート、人気アーティスト→１５００席～ 　→外国人や障害を持つ人たちと交流できる 　オープンスペース ・バリアフリー化→段差なくす、見える文字、アナウンス音声

大ホールの機能 ・バーチャルとリアルが融合した展示スペース、全自動配信 ・子どもの創作アートを楽しむ場所 ・ユニバーサルデザイン

・オペラコンサート等→電動式オーケストラピット ・企業も役所も市民も宣伝、発表できる 　→例：キッズドームソライ、学童も兼ねる ・ジェンダーレス対応→トイレ整備

・子どもたちもコンサートが聴ける→親子室 　→宣伝ポスター、展示エリア ・YouTubeや市民ラジオが配信できるコーナー 食

小ホール、中ホールの規模 ・いつでも世界とつながる→オンラインで海外交流 　→発表や発信スペース、映像を作れる ・Weekend Live（allジャンル）子供～大人

・合唱団等のコンサート→座席有、５００席程度 建物すべてアート空間 練習室系 →ライブができるカフェ、レストラン（IKEAのレストラン）

マルチユースな場所／室 ・小山の歴史、渡良瀬の遊水地の自然を ・大きな鏡兼ディスプレイで ・複数のカフェスペースで魅力を競ってほしい

・子どもたちの遊びのプログラム→大きな広いスペース 　プロジェクションマッピング（建物外でも） 　YouTubeと鏡とが同時に見られる ・地産地消、こども食堂（大学生まで食支援）

バリアフリー・サポート ・中に入ると全てアート→館内すべてでアートを感じる空間 ・注意できるように稽古部屋に ・軽食（市内のうどん店）

・バリアフリー（字幕、文字サポート、発達障害があっても ・トイレの中、エレベーター全てアート 　→ガラスの壁を増やしお互いに見える状態の方が安全 サービス

 皆と一緒に楽しめる） 備品 ・音楽練習室（防音）、大中小的 ・使用料が高くない施設

・ホールの中に入るためのエスカレーター ・中ホール的に多目的ホール、ギャラリーにも使える 会議室系 ・Wiｰfi

楽屋 　移動パネル ・学生～大人のサードプレイス、ビジネスマッチング、 フリースペース、フラッと訪れることが出来る場

・楽屋の数を増やす、大中小サイズ 　コワーキング→1日中使えるコミュニティスペース ・子どもたちが遊べるフリースペース

・バリアフリー→楽屋を舞台の近くに ・例：みどり荘、GR用（永田町） ・本や参考書、アート、旅の本見ながらおしゃべり、勉強

・マジョリティやマイノリティと共に舞台したい リハーサル 　→まちなか図書館（TUTAYA書店の公共イメージ）

　→フラットで舞台をデザインできるスタイル ・練習→ホールと同サイズのリハーサル室 ・他の施設の情報も分かるコーナー

・仮設のブースが並んだ長屋スペース→外に面した壁エリア ・盆踊りみたいな音が出せる

　→屋外オープンスペース、ピロティ

いくら

せきはん

新市民会館に必要な機能を考えてみよう！

・市民の学び、活動、交流→市民受け身ではなく主体性を育む施設

うめぼし

てんむす
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